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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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くにやひろこ 米国ブラウン大学卒

業。国連食糧農業機関（FAO）日本担

当親善大使。1993年から2016年までＮ

ＨＫ総合「クローズアップ現代」のキ

ャスターを務める。1998年「放送ウー

マン賞97」、2011年「日本記者クラブ

賞」、16年「ギャラクシー賞特別賞」

を受賞。著書に『キャスターという仕

事』（岩波新書）、監修『国谷裕子と考

えるＳＤＧｓがわかる本』（文溪堂）
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